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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本博士論文は，生体適合性に優れた合成高分子である poly(2-hydroxyethyl methacrylate
（PHEMA）と，様々な天然高分子とのセミ相互侵入ポリマーネットワーク（semi-IPN）
構造を介した複合材料の調製と，その物性評価に関して述べられている。博士論文は以下
の６章から構成されている。 
第１章では，本研究の背景と意義を述べ，さらに本論文を理解するために必要となる基
礎的な事柄についてまとめられている。 
第 2章では，イカ軟骨由来のβ-キチンと PHEMA の semi-IPN構造を調製するために，
架橋剤としてトリエチレングリコールジメタクリレート，開始剤としてアゾイソブチロニ
トリルを用いて重合反応を行い，得られた重合体は semi-IPN構造を形成していることが確
認され，SEM観察から，内部連結した内孔が均一に分布していることも観察された。また，
得られた semi-IPN複合材料は，乾燥状態で非常に硬く，湿潤状態でゴムのように flexible
な特筆すべき性質を有していた。膨潤試験の結果，様々な pHにおいて優れた膨潤性を示し，
引張強度試験の結果，強靭でありながら適度な伸度も有することが確認された。さらに，
酵素を用いた生分解性試験の結果，β-キチン/PHEMA複合材料が優れた分解性を持つこと
も示唆された。 
第 3章では，キトサンと PHEMAとの semi-IPN複合材料の調製について述べられてい
る。得られた重合体はキトサンと PHEMAが semi-IPN構造を形成していることが示唆さ
れた。また，SEM 観察から，β-キチン/PHEMA 複合材料と同様に，内部連結した内孔の
存在が確認され，優れた膨潤性も有していた。さらに，引張強度試験の結果から，乾燥状
態では脆いものの，湿潤状態ではβ-キチン/PHEMA複合材料を上回る，ゴムのような伸度
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の高い複合材料であることが確認された。 
第 4章では，天然ゴムと PHEMAとの semi-IPN構造の形成が試みられており，重合反
応後，FTIR スペクトルから天然ゴム/PHEMA 複合フィルムが semi-IPN 構造を形成して
いることが確認された。 
第 5 章では，天然ゴムラテックスからの新規かつ効率的なタンパク質除去法が述べられ
ている。本手法では，エタノール水溶液中で界面活性剤と尿素を共存させることによりワ
ンステップ，僅か１時間で除タンパク質を行うことができ，処理後のタンパク質含量を
0.053%まで減少させることに成功した。本論文で得られた天然ゴムラテックスはバイオメ
ディカル分野において幅広く使用されることが期待される。 
第 6章は本論文の総括が述べられている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
  
本論文では，様々な天然高分子と合成高分子である PHEMA との複合化に際し，
semi-IPN構造を介することにより，双方の高分子の性質を生かした新規な複合材料の開発
が行われている。重合反応に際して，天然高分子とHEMAとの混合比，架橋剤および開始
剤量などの条件が詳細に検討されており，複合材料に及ぼす影響に関して各種の物性評価
が効果的に行われている。第 2 章および第 3 章で示されているイカや甲殻類由来のキチン
およびキトサンと架橋 PHEMA との semi-IPN構造を介した複合材料は，天然高分子材料
の欠点とされてきた機械的強度を十分に補填でき，また，優れた膨潤性および高多孔質性
を有すため，バイオマテリアルとしての利用が大いに期待される。一方，第 4章および第 5
章において，天然ゴムラテックスにおいてアレルギー源とされるタンパク質の効率的な除
去法に成功しており，また，得られた天然ゴムと架橋 PHEMA との複合フィルムは，ゴム
由来の高い弾性を維持し，PHEMA 特有の親水性も付与され，天然ゴムの新たな使用法と
して期待される。以上のように，本論文の成果では様々な天然高分子と，架橋 PHEMA と
の semi-IPN複合材料の調製に成功し，生分解性材料や組織工学分野における有効な担い手
のひとつとして，理想的なスカフォールドを形成するために優れたバイオマテリアルとし
て期待される。本研究の成果は，査読有り論文 2 報，国際学会発表 1 件，国内学会発表 4
件として公表されており，国内外において高く評価されている。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
